
岩出市と日本生命保険相互会社との包括連携に関する協定書 

 

岩出市（以下「甲」という）と日本生命保険相互会社（以下「乙」という）

は、第１条の目的を達成するため、以下のとおり包括連携協定（以下「本協定

」という）を締結する。 

 

（目的） 

第１条 本協定は、甲及び乙が緊密な相互連携を図り、健康増進・疾病予防、

地域の安全・安心等の幅広い分野の取組を行うことで、市民サービスの向上

と地域の活性化を推進することを目的とする。 

 

（連携事項）  

第２条 甲及び乙は前条の目的を達成するため、次の各項に掲げる事項につい

て連携する。 

（１） 健康増進・疾病予防に関すること。 

（２） 地域の安全・安心に関すること。 

（３） 産業振興・中小企業の支援に関すること。 

（４） 児童・青少年の健全育成に関すること。 

（５） スポーツ振興に関すること。 

（６） 障がい者支援に関すること。 

（７） 環境保全に関すること。 

（８） その他、市民サービスの向上、地域の活性化に関すること。 

２ 前項各号に定める事項を効果的に推進するための具体的な取組内容、実施

方法等については、甲及び乙が協議の上、決定するものとする。 

 

（有効期間） 

第３条 本協定の有効期間は、本協定の締結日から令和６年３月３１日までと

する。ただし、本協定の有効期間が満了する１か月前までに、甲又は乙が書

面により相手方に終了の申出を行わないときは、本協定は更に１年間継続さ

れるものとし、以後も同様とする。 

 

（変更及び解除） 

第４条 甲又は乙が本協定の内容の変更又は解除を申し出たときは、甲及び乙

が協議の上、本協定の変更又は解除を行うものとする。 

 



（守秘義務） 

第５条 甲及び乙は、本協定に基づく連携事項の実施に当たって知り得た相手

方の秘密情報を、相手方の事前の書面による承認を得ないで、他に漏らす事

があってはならず、また、本協定に基づく連携事項の実施以外の目的に使用

してはならない。 

２ 本協定の有効期間満了後も前項の規定は、効力を有するものとする。 

 

（その他） 

第６条 本協定に定めのない事項又は本協定の定める事項に関し、疑義等が生

じた場合は甲及び乙が協議の上、これを決定するものとする。 

 

 本協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙それぞれ署名の上、各

自その１通を保有するものとする。 

 

 

 

令和５年１０月３０日 

               甲 和歌山県岩出市西野２０９番地 

 

                 岩出市長 

 

 

 

 

                 乙 和歌山県和歌山市八番丁１１ 

日本生命和歌山八番丁ビル９Ｆ 

 

日本生命保険相互会社 

 

和歌山支社長 

                    


